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ハードウェアと BIOS に関する問題
次のハードウェアに関する問題は、ワークステーションにインストールされているオ
ペレーティングシステム (OS) にかかわらず、Sun Ultra™ 20 M2 Workstation に適用
されます。

BIOS 1.06 またはそれ以降にアップグレードすると
システムの日付と時刻のリセットが必要になる

Sun Ultra 20 M2 Workstation には、システム BIOS バージョン 1.06 またはそれ以降
が工場出荷時にインストールされています。Sun Ultra 20 M2 Workstation ツールと
ドライバの CD 1.0a (www.sun.com で入手可能 ) は、BIOS バージョン 1.09 で出荷さ
れています。

BIOS v1.05 から BIOS v1.06 またはそれ以降にアップグレードする場合は、次の手順
に従います。

BIOS をロードしてシステムをリブートしたら、次の手順に従ってシステムクロック
をリセットします。

1. F2 キーを押して BIOS 設定画面を開きます。

2. F9 キーを押して BIOS のデフォルトをロードします。

3. メイン領域に移動し、システムの時刻と日付を変更します。

Tab キーを押して、「Time ( 時刻 )」および「Date ( 日付 )」フィールド間を移動し
ます。

4. F10 キーを押して変更内容を保存し、BIOS を閉じます。

(BIOS 1.06 およびそれ以降 ) BIOS パスワードの
設定

BIOS 1.06 以降では、BIOS パスワード機能が追加されています。BIOS パスワードを
設定することで、BIOS 設定の不正な変更を防ぐことができます。BIOS パスワードを
設定するには、次の手順に従います。

1. システムをリブートし、F2 キーを押して BIOS 設定画面を開きます。

2.「Security ( セキュリティ )」ウィンドウに移動します。
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3.「Set BIOS Password (BIOS パスワードの設定 )」オプションを「Enable ( 有効にす
る )」に変更します。

4.「Supervisor Password ( スーパーバイザーパスワード )」フィールドで、パスワード
を入力します。

5. 確認フィールドでパスワードをもう一度入力します。

6. F10 キーを押して変更内容を保存し、BIOS を閉じます。

IEEE 1394 CD-ROM ドライブでツールとドライバ
の CD を起動できない

Sun Ultra 20 M2 Workstation ツールとドライバの CD を起動するには、内蔵の DVD 
ドライブを使用してください。

旧型の CRT モニターで NVIDIA カードが必要に
なる場合がある

一部の旧型モニターは、内蔵 ATI グラフィックコントローラに対応していない場合
があります。BIOS 段階またはブートサイクルの OS 段階で画面に何も表示されない
場合は、次の手順に従います。

1. モニターが正しいグラフィックコネクタに接続されていることを確認します。

注 – NVIDIA ビデオカードが PCI-E スロットに取り付けられている場合、内蔵 ATI 
グラフィックコントローラは無効になります。

2. システムの電源をオフにして再起動してみます。

3. ブートサイクルの Linux または Solaris OS 段階で画面に何も表示されなくなる場合
は、Xorg 構成ファイルを編集します。

この問題は、通常、ファイル内のモニター設定を使用中のモニターと一致させること
で解決できます。

4. ファイルを編集してもシステムが正常に機能しない場合は、別のモニターを使用する
か、NVIDIA グラフィックカードを取り付けます。http://store.sun.com を
参照してください。
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Linux の問題
次の問題は、Linux OS で稼動している Sun Ultra 20 M2 Workstation に適用され
ます。

NVIDIA RAID はサポートされない

この機能は現時点でサポートされていません。

(Red Hat 3 Update 7) install.sh スクリプトの
実行後は NVIDIA グラフィックカードを無視する
ように設定する

install.sh スクリプトの実行後にシステムをリブートすると、システムで 
NVIDIA ビデオカードが認識されます。ビデオカードの設定を確認するメッセージが
表示されたら、「Ignore ( 無視する )」オプションを選択します。

「Configure ( 設定 )」を選択して NVIDIA グラフィックカードをすでにインストール
済みの場合は、Xorg 構成ファイル (/etc/X11/xorg.conf または 
/etc/X11/XF86Config) を編集して、「Videocard」エントリにドライバが

「nvidia」と表示されるようにします。

(Red Hat 3 Update 7) 最低バージョンの BIOS 1.03
システムは、BIOS バージョン 1.06 またはそれ以降で出荷されています。それ以前の 
BIOS はロードしないでください。それ以前の BIOS をすでにロード済みの場合は、
バージョン 1.06 またはそれ以降を再ロードし、2 ページの「BIOS 1.06 またはそれ以
降にアップグレードするとシステムの日付と時刻のリセットが必要になる」 の手順に
従って時刻と日付をリセットします。
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(Red Hat 3 バージョン ) 一部の USB ストレージデ
バイスは完全にサポートされない場合がある

RHEL 3 バージョンでは、一部のストレージデバイスを電源オンの状態で抜き差しし
たり、システムをリブートした場合に、ストレージデバイスがシステムで認識されな
い場合があります。

この現象が発生した場合は、もう一度ワークステーションをリブートしてください。

(RHEL 3 バージョン ) マイクはサポートされない

Red Hat Enterprise Linux 3 では、マイク機能がサポートされません。

(RHEL 4 Update 3、64 ビット ) メモリーが 4G 
バイトを超える場合は nommconf を使用する

システムに 4G バイトを超えるメモリーを搭載した場合は、nommcomf パラメータを
使用して、Red Hat 4 Update 3、64 ビットをインストールしてください。インストー
ル中に、次の手順に従います。

1. インストール画面で、テキストインストールまたはグラフィカルインストールを指定
するように指示されたら、次のように入力します。

linux pci=nommconf

インストールが完了すると、システムがリブートする場合があります。

2. grub ブートローダが起動したら、ブートローダの指示に従って編集します。一番上
の grub エントリの kernel 行に次のテキストを追加します。

pci=nommconf

3. 起動が完了したら、/etc/grub.conf を編集して次のテキストを kernel 行に追加し
ます。

pci=nommconf

(SLES 9) 画面解像度の調整が必要な場合がある

一部のモニターでは、SLES 9 をインストールするときに、デフォルトの画面解像度
を下げなければならない場合があります。解像度を下げるには、解像度を確認する
初期プロンプトで F2 キーを押して、最小解像度を選択します。
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(SLES 9 SP3) XpReburn スクリプトを実行でき
ない

XpReburn スクリプトは、このシステム用のドライバが入った Windows XP のイン
ストール用コピーを作成します。詳細は、『Sun Ultra 20 M2 Workstation オペレー
ティングシステムインストールガイド』を参照してください。

XpReburn スクリプトを実行するには、Solaris OS または Red Hat Linux を使用し
ます。

Windows の問題
次の問題は、Windows XP Professional 32 ビット (SP2) または 64 ビット OS が稼動
している Sun Ultra 20 M2 Workstation に適用されます。

(Windows XP 64 ビット ) HD オーディオデバイス
のホットフィックス

Windows XP 64 ビットのインストール後に、デバイスマネージャの「UAA Bus 
Drivers (UAA バスドライバ )」で、「High Definition Audio device (HD オーディオ
デバイス )」が認識されていないことを示すエラーが表示されます。この問題は
ビデオドライバをロードしたときにも発生します。

この問題を解決するには、Microsoft の Web サイト 
(http://www.microsoft.com) にアクセスして、KB901105 を検索してください。

次のファイルをダウンロードします。この修正ファイルは、Windows XP 64 ビット
用のオーディオドライバをロードする前に適用する必要があります。

WindowsServer2003.WindowsXP-KB901105-v3-x64-ENU.exe

(Windows XP 64 ビット ) 4G バイトを超えるメモ
リーが搭載されている場合は S4 スリープオプショ
ンを使用できない

4G バイトを超えるメモリーが搭載されているシステムでは、スリープ状態の S4 が
正常に機能しません。詳細は、Microsoft の Web サイト 
(http://www.microsoft.com) で記事番号 888575 を参照してください。
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Solaris OS の問題
これらの問題は、Solaris 10 6/06 OS またはそれ以降が稼動している Sun Ultra 20 M2 
Workstation に適用されます。

Solaris 10 をシャットダウンするときに操作が必要
になる

shutdown コマンドを端末ウィンドウまたは GUI のどちらで発行しても、OS が正常
にシャットダウンしない場合があります。この場合は、システム前面のリセット / 電
源ボタンを 4 秒以上押し続けてください。

NVIDIA RAID はサポートされない

この機能は現時点でサポートされていません。

前面のヘッドフォンオーディオ機能はサポートさ
れない

前面のヘッドフォンコネクタは現時点でサポートされていません。背面のスピーカコ
ネクタをヘッドフォン用として使用してください。Solaris 用のオーディオドライバ
は、Ultra 20 M2 Workstation ツールとドライバの CD 1.0a に収録されています。
この CD は www.sun.com で入手できます。

オーディオドライバをインストールするには、次の手順に従います。

1. Sun Ultra 20 M2 Workstation のサポートサイトから .iso イメージをダウンロードし
ます。

2. .iso イメージを CD に書き込みます。

3.『Sun Ultra 20 M2 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド』の
手順に従って、ツールとドライバの CD の /drivers/solx86 ディレクトリにあ
る install.sh スクリプトを実行します。
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画面解像度の調整が必要な場合がある

画面解像度が適切でない場合は、デスクトップ上で右クリックし、「Change Desktop 
Resolution ( デスクトップ解像度を変更する )」オプションを選択して解像度を変更
します。
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